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糖尿病罹患期間の長い症例が多量蛋白尿を呈した場合、多くは糖尿病性腎症による蛋白尿である。しかし、糸球体腎炎の合併による蛋白尿
であることも鑑別診断として考えるべき病態で、本例は、腎生検による組織診断をもって、糖尿病性腎症ではなく膜性腎症であることを診断す
ることができた。糖尿病患者の蛋白尿を診断、治療するにあたり、病態に疑念があれば、腎生検を行なうことは有用である。

本院維持血液透析患者における内服薬剤において、降圧薬の薬剤数・錠数が多く、リン吸着薬の錠数が多かった。服用率は、リン吸着薬・消
化性潰瘍治療薬・降圧薬・高尿酸血症治療薬で高い。他診療科からの処方は、薬剤数・錠数ともに多い場合が見られた。糖尿病群は非糖尿
病群より、薬効分類数、薬剤数が多く、薬物治療を要する合併症、病態の多いことが推測された。


